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厚 

生 

委 

員 

会

開
催
日　
９
月
11
日

■ 

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備

及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条

例
設
定

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
基

準
に
関
す
る
条
例
を
制
定

問　
生
後
６
カ
月
か
ら
満
３
歳
未

満
の
保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な

い
子
ど
も
を
対
象
に
、
時
間
単
位

な
ど
で
柔
軟
に
保
育
所
等
を
利
用

で
き
る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
」
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
本
制
度
で
は
保
育
士
の
配
置

を
求
め
て
い
る
が
、
確
保
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答　
本
制
度
は
、
す
べ
て
の
保
育

所
等
が
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
制
度
で
は
な
い
た
め
、
保

育
士
の
確
保
が
可
能
な
保
育
所
等

が
行
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
本
制
度
の
利
用
申
し
込
み
は
、

シ
ス
テ
ム
上
で
行
う
と
の
こ
と

で
あ
る
。
子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー

な
ど
の
情
報
が
把
握
さ
れ
な
い
ま

ま
、
利
用
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
が
利
用
ま
で
の
手
順
は
。

答　
ま
ず
、
保
護
者
が
子
ど
も
の

情
報
を
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
た

上
で
、
希
望
す
る
保
育
所
等
に
見

学
を
申
し
込
み
、
そ
の
後
、
保
育

所
等
が
事
前
面
談
で
ア
レ
ル
ギ
ー

な
ど
の
必
要
な
情
報
を
確
認
し
た

上
で
承
認
す
る
。
そ
れ
以
降
は
、

保
護
者
が
希
望
す
る
時
に
、
シ
ス

テ
ム
か
ら
申
し
込
む
こ
と
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

結
果　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

■
老
人
憩
の
家
条
例
の
廃
止

恩
方
老
人
憩
の
家
を
８
年
３
月

31
日
に
廃
止

問　
老
朽
化
等
に
よ
り
恩
方
老
人

憩
の
家
を
廃
止
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
利
用
者
の
少
数
化
・
固

定
化
を
理
由
の
一
つ
に
挙
げ
て
い

る
が
、
地
域
に
密
着
し
た
施
設
に

お
い
て
、
固
定
化
は
当
然
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答　
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

に
当
た
り
、
社
会
福
祉
審
議
会

へ
諮
問
し
た
中
で
、
定
期
利
用
者

は
２
０
０
人
弱
で
あ
り
、
費
用
対

効
果
が
低
い
と
の
答
申
が
あ
っ
た
。

今
後
施
設
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、

指
定
管
理
料
や
建
物
維
持
費
等
の

経
費
も
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

問　
説
明
会
や
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

市
民
の
理
解
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

答　
経
緯
も
踏
ま
え
て
説
明
す
る

と
と
も
に
、
市
民
セ
ン
タ
ー
等

の
代
替
施
設
の
周
知
な
ど
を
行
い
、

説
明
会
の
参
加
者
や
利
用
者
に
は
、

理
解
が
得
ら
れ
た
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
た
、
要
望
の
多
か
っ
た
設

備
に
つ
い
て
は
、
代
替
施
設
で
も

継
続
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
関

係
所
管
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

結
果　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

■ 

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
条
例
の
一
部
改
正

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
長
沼
・
石
川
を
廃
止

問　
高
齢
者
計
画
・
第
９
期
介
護

保
険
事
業
計
画
で
は
、
公
設
の

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
※

へ
順
次
転
換
す
る
方
針
を
示
し
て

い
る
が
、
今
回
、
同
セ
ン
タ
ー
の

長
沼
と
石
川
を
廃
止
す
る
理
由
は
。

答　
本
計
画
が
始
ま
っ
た
６
年
度

に
、
民
間
事
業
者
の
参
入
見
込

み
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
市
が
転

換
を
進
め
る
こ
と
は
、
安
定
し
て

増
え
続
け
る
事
業
所
の
経
営
を
圧

迫
す
る
と
の
判
断
に
基
づ
き
、
廃

止
す
る
こ
と
と
し
た
。

問　
民
間
事
業
者
が
、
経
営
困
難

に
よ
り
撤
退
す
る
場
合
な
ど
に

も
、
市
民
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
が
責
任
を

果
た
す
べ
き
と
考
え
る
。
高
齢
者

の
介
護
に
お
け
る
市
の
役
割
は
。

答　
行
政
が
担
う
べ
き
責
任
を
果

た
し
つ
つ
、
民
間
事
業
者
の
参

入
分
野
で
は
、
安
定
経
営
の
推
進

が
市
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
る
。

経
営
困
難
等
の
際
に
は
、
必
要
な

支
援
を
考
え
て
い
く
。

結
果　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

都
市
環
境
委
員
会

開
催
日　
９
月
11
日

■
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

■
一
般
会
計
補
正
予
算

旧
北
野
下
水
処
理
場
解
体
工
事

の
工
期
を
延
長

問　
旧
北
野
下
水
処
理
場
の
不
用

施
設
の
解
体
工
事
に
つ
い
て
、

当
初
予
定
し
て
い
た
工
期
か
ら
、

今
回
の
補
正
で
延
長
す
る
理
由
を

聞
き
た
い
。

答　
６
年
度
に
実
施
設
計
委
託
を

行
い
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
、

改
め
て
工
程
を
精
査
し
た
結
果
、

工
期
の
延
長
が
必
要
と
判
明
し
た

た
め
で
あ
る
。

問　
実
施
設
計
の
結
果
、
土
壌
汚

染
対
策
工
事
が
必
要
と
判
明
し
、

工
事
費
も
増
額
と
な
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、
事
業
費
が
当
初
の
計
画

の
倍
以
上
に
な
っ
た
こ
と
は
強
く

疑
問
に
感
じ
る
が
ど
う
か
。

答　
７
年
度
予
算
編
成
時
に
は
、

実
施
設
計
の
数
量
等
が
ま
だ
整

理
で
き
て
お
ら
ず
、
予
算
に
反
映

で
き
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
ま

た
、
そ
の
段
階
で
は
土
壌
汚
染
調

査
が
完
了
し
て
お
ら
ず
、
土
壌
汚

染
対
策
工
事
を
見
込
ん
で
い
な
か

っ
た
ほ
か
、
複
雑
な
配
管
等
の
撤

去
作
業
の
工
程
等
を
見
込
む
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

問　
解
体
後
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、

産
業
用
地
等
と
し
て
の
活
用
を

目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

立
地
す
る
事
業
者
の
産
業
分
野
に

８年３月31日で廃止となる恩方老
人憩の家（恩方事務所２階）

※在宅で自立した日常生活を送ることができるよう、利用者の様態や希望に応じ、通い・宿泊・訪問サービスを柔軟に組み合わせた支援

跡地の活用についての基本構想が策定さ
れている旧北野下水処理場


